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Ⅰ
・
は
じ
め
に

　

近
世
の
美
し
く
雄
壮
な
御
城
に
比
べ
る
と
中
世
の
城
館
の
調
査
研
究
は
多
く
な

い
。
そ
れ
で
も
多
く
の
研
究
者
の
手
に
よ
る
次
の
よ
う
な
成
果
を
紹
介
で
き
る
。
昭

和
四
〇
年
代
以
降
、
副
島
邦
弘
氏
、
近
澤
康
治
氏
の
『
福
岡
県
中
世
山
城
跡
』
は
福

岡
県
下
の
城
郭
分
布
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
小
柳
和
宏
氏
ら
大
分
県
下
の
文
化

財
担
当
者
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
『
大
分
県
の
城
館
』
全
四
巻
、『
北
部
九
州
中
近

世
城
郭
情
報
紙
』
全
二
七
号
、『
福
岡
県
の
城
郭
』
な
ど
は
縄
張
り
資
料
を
は
じ
め

多
く
の
貴
重
な
資
料
が
集
成
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
県
教
育
委
員
会
や

各
市
町
村
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
調
査
の
成
果
報
告
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
か
ら
い
く
つ
か
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ
に
、
城
郭
の
規
模
は
領
主
の
実
力
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、

巨
大
城
郭
、
大
規
模
城
郭
、
中
規
模
城
郭
、
小
規
模
城
郭
に
分
け
ら
れ
、
守
護
・
戦

国
大
名
や
国
人
領
主
さ
ら
に
小
領
主
の
区
分
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
（
註
１
）、
さ

ら
に
、
城
郭
に
は
在
地
性
城
郭
と
非
在
地
性
城
郭
に
分
か
れ
る
こ
と
（
註
２
）
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
領
国
内
の
軍
事
態
勢
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
こ

の
二
つ
を
念
頭
に
置
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

　

豊
前
地
方
（
豊
前
国
）
は
豊
臣
秀
吉
政
権
の
九
州
侵
攻
に
関
連
し
た
敵
・
味
方
の

城
郭
跡
が
多
数
遺
っ
て
お
り
、『
黒
田
家
譜
』
な
ど
の
活
用
に
よ
っ
て
戦
国
時
代
末

期
の
様
相
を
城
郭
か
ら
検
討
す
る
う
え
で
最
適
な
地
方
で
あ
る
。
豊
臣
秀
吉
政
権
の

九
州
侵
攻
は
大
友
氏
支
援
に
名
を
借
り
た
島
津
討
伐
で
あ
る
が
、
国
人
衆
に
と
っ
て

は
、
領
地
替
え
に
象
徴
さ
れ
る
領
国
制
か
ら
石
高
制
へ
の
変
更
の
方
が
大
き
な
関
心

事
で
あ
っ
た
。
豊
前
国
人
一
揆
後
の
大
名
黒
田
氏
の
領
国
内
の
軍
事
態
勢
を
明
ら
か

に
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
・
官
兵
衛
」
放
映
の
影
響
も
あ
っ
て
、
九

秀
吉
侵
攻
前
後
の
豊
前
地
方

城
郭
体
制
の
様
相
と
再
編
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ト
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州
で
も
豊
前
地
方
の
戦
国
史
が
大
変
話
題
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
歴
史
研
究
の
分
野
に
も
刺
激
を
与
え
賑
わ
い
を
見
せ
た
。
そ
の
一
つ
に
、
豊

前
地
方
の
城
郭
の
縄
張
り
研
究
か
ら
織
豊
系
城
郭
を
論
ず
る
研
究
（
註
３
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
『
黒
田
家
譜
』
な
ど
の
研
究
書
と
い
う
か
編
纂
物
と
大
き
く
異
な
る
結
果
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
北
部
九
州
戦
国
史
研
究
に
重
大
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
の

で
、
点
検
を
兼
ね
て
実
態
を
紹
介
し
て
置
く
こ
と
に
す
る
。

Ⅱ
・
豊
前
地
方
の
城
郭

　

こ
こ
で
は
、
豊
前
地
方
に
所
在
す
る
多
数
の
城
郭
の
内
、
天
正
十
五
年
前
後
の
い

く
つ
か
の
城
郭
を
紹
介
し
た
い
。

①
馬
ヶ
岳
城
（
福
岡
県
行
橋
市
馬
ヶ
岳
）（
第
２
図
）

　

行
橋
市
と
み
や
こ
町
の
境
（
旧
京
都
郡
と
旧
仲
津
郡
境
）
に
聳
え
る
馬
ヶ
岳
山
頂

か
ら
北
麓
に
城
域
が
広
が
る
巨
大
城
郭
で
あ
る
。
南
北
朝
期
以
降
に
記
録
に
現
わ
れ

る
馬
ヶ
岳
城
は
少
弐
氏
、
大
内
氏
、
大
友
氏
、
秋
月
氏
な
ど
が
城
督
を
置
き
豊
前
国

支
配
の
目
安
と
し
て
き
た
重
要
な
大
規
模
城
郭
で
あ
る
。
長
野
氏
も
大
友
氏
の
城
督

で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。長
野
氏
段
階
ま
で
は
山
頂
部
に
十
五
の
郭
、水
ヶ

手
、
切
岸
、
六
ヶ
所
の
堀
切
（
一
ヶ
所
は
四
条
、
一
ヶ
所
は
竪
堀
と
組
み
合
わ
せ
、

他
は
一
条
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
六
ヶ
所
の
堀
切
は
各
尾
根
筋
を
遮
断
し
て
お
り
大

改
修
前
の
城
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
豊
臣
秀
吉
政
権
の
九
州
侵
攻
に
関

連
し
て
北
麓
に
長
延
な
横
堀
と
土
塁
（
横
矢
掛
や
虎
口
を
設
け
て
い
る
）、
横
堀
と

併
設
さ
れ
て
い
る
畝
状
竪
堀
群（
約
五
〇
条
の
竪
堀
で
構
成
。至
っ
て
変
則
的
形
態
）、

堀
切
四
ヶ
所
、
水
堀
（
註
４
）
な
ど
で
谷
地
の
平
坦
地
を
防
備
す
る
巨
大
城
郭
へ
大

改
修
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
大
改
修
を
し
た
の
は
、
豊
臣
秀
吉
政
権
下
の
小

早
川
勢
で
あ
ろ
う
。

　

馬
ヶ
岳
城
が
こ
の
よ
う
な
巨
大
城
郭
に
大
改
修
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
敵
地
に
お

け
る
兵
員
な
ど
の
安
全
確
保
、
過
去
に
豊
前
国
掌
握
し
た
覇
者
た
ち
が
馬
ヶ
岳
城
の

獲
得
を
目
し
た
こ
と
に
倣
っ
て
制
圧
後
豊
臣
秀
吉
の
入
城
を
準
備
し
た
こ
と
、
豊
前

国
制
圧
後
の
統
治
の
根
拠
地
を
目
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
黒
田
官
兵
衛
は

天
正
十
五
（
一
五
六
七
）
年
七
月
三
日
以
降
、
本
城
（
詰
城
）
と
し
た
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

　

岡
寺
氏
は
馬
ヶ
岳
城
を
「
畝
状
空
堀
群
（
筆
者
註　

以
下
、
引
用
以
外
は
畝
状
竪

堀
群
と
記
す
）
と
、
そ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
土
塁
線
は
織
豊
系
城

郭
以
前
の
在
地
の
築
城
技
術
に
よ
る（
中
略
）長
野
助
守
の
時
期
の
改
修
で
あ
る
」（
註

５
）
と
述
べ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
「
北
部
九
州
、
特
に
筑
前
か
ら
豊
前
地
域
に
か
け

て
は
有
力
国
人
領
主
の
本
拠
と
な
る
居
城
や
敵
対
勢
力
と
の
境
界
領
域
に
あ
た
る
い

わ
ゆ
る
「
境
目
の
城
」
に
過
剰
な
ま
で
の
畝
状
空
堀
群
を
構
築
す
る
城
郭
を
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
」（
註
６
）
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
氏
は
「
北
部
九
州
、
特
に
筑

前
か
ら
豊
前
地
域
に
か
け
て
は
有
力
国
人
領
主
」
が
畝
状
竪
堀
群
を
使
用
し
て
い
る

と
主
張
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
畝
状
竪
堀
群
は
肥
前
国
、
筑
前
国
、
筑
後
国
、
豊

前
国
、
豊
後
国
、
長
門
国
、
周
防
国
、
安
藝
国
の
み
な
ら
ず
全
国
で
城
郭
の
防
御
施

設
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
長
野
氏
の
勢
力
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
畝
状

竪
堀
群
を
も
っ
て
長
野
氏
に
よ
る
大
改
修
と
は
特
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
氏
は
「
豊

前
地
域
に
お
け
る
黒
田
官
兵
衛
・
長
政
の
城
」
の
神
楽
城
（
み
や
こ
町
木
井
馬
場
）

の
項
で
は
「
横
矢
掛
か
り
の
屈
曲
し
た
平
面
プ
ラ
ン
は
（
中
略
）
織
豊
系
城
郭
の
築

城
技
術
、す
な
わ
ち
官
兵
衛
・
長
政
に
よ
る
改
修
で
あ
る
」（
註
７
）
と
説
い
て
い
る
。

一
方
で
、
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
頃
に
大
改
修
さ
れ
た
馬
ヶ
岳
城
の
畝
状
竪
堀

群
と
連
動
し
た
長
延
な
土
塁
な
ど
に
も
横
矢
掛
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
註
８
）
に
も

関
わ
ら
ず
長
野
氏
の
改
修
と
説
い
て
お
り
、
説
明
に
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る
。

　

北
部
九
州
に
分
布
し
て
い
る
城
郭
の
縄
張
り
を
調
査
し
て
き
た
結
果
、
城
郭
の
規

模
は
領
主
の
実
力
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
大
改
修
後
の
馬
ヶ
岳
城
や
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筑
前
立
花
城
、
筑
前
三
日
月
山
城
塞
群
の
よ
う
な
巨
大
城
郭
は
数
国
を
支
配
す
る
戦

国
大
名
が
、
大
規
模
城
郭
は
国
人
領
主
級
の
領
主
が
築
城
や
維
持
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
（
註
９
）
を
踏
ま
え
る
と
、
京
都
郡
と
仲
津
郡
を
基
盤
と
し
た
国
人
領
主
長
野

氏
は
改
修
前
の
馬
ヶ
岳
城
（
大
規
模
城
郭
）
を
詰
城
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
長
野
氏
（
国
人
衆
）
で
は
馬
ヶ
岳
山
頂
か
ら
北
麓
を
含
め
た
巨
大
城
郭
は
造
り

え
な
い
し
、
造
る
理
由
を
見
つ
け
出
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
だ
け
で
は
、
納

得
し
て
い
た
だ
け
な
い
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
文
書
資
料
を
も
と
に
、
長
野

氏
が
企
救
郡
を
追
わ
れ
大
友
氏
の
庇
護
の
も
と
京
都
郡
と
仲
津
郡
に
基
盤
を
移
し
た

後
、
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
十
一
月
十
二
日
に
耳
川
の
合
戦
で
島
津
勢
に
大
友
勢

が
敗
れ
た
後
の
長
野
氏
の
動
向
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
馬
ヶ
岳
城
の
巨
大
な

城
郭
へ
と
大
改
修
さ
れ
た
背
景
を
理
解
い
だ
け
る
も
の
と
思
う
。

　

京
都
郡
と
仲
津
郡
の
中
世
文
書
を
集
成
し
た
『
行
橋
市
資
料
編
中
世
』（
註
10
）

や
豊
前
長
野
氏
の
文
書
を
集
成
し
た
『
豊
前
長
野
氏
史
話
』（
註
11
）
を
め
く
る
と

天
正
七
年
以
後
は
毛
利
氏
と
の
関
係
を
示
す
文
書
が
多
く
な
る
。
今
回
は
そ
の
中
か

ら
三
例
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

長
野
助
守
か
ら
毛
利
氏
（
直
接
窓
口
は
小
早
川
隆
景
か
）
へ
宛
て
た
天
正
七

（
一
五
七
九
）
年
と
思
わ
れ
る
九
月
二
十
八
日
付
け
長
野
助
守
覚
書
（
註
12
）
は
、

長
野
氏
が
大
友
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
京
都
郡
、
仲
津
郡
の
取
り
扱
い
と
長
野
一
族
の

人
質
を
門
司
城
に
送
る
こ
と
の
免
除
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
友
氏

が
急
速
に
力
を
失
っ
た
天
正
七
年
に
改
め
て
毛
利
氏
と
好
を
通
ず
べ
く
努
力
が
う
か

が
え
る
。
こ
の
後
、
長
野
氏
は
毛
利
氏
に
属
し
た
。

　

天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
と
思
わ
れ
る
四
月
十
六
日
に
、
宗
像
氏
貞
が
小
早
川
隆

景
に
北
部
九
州
の
情
勢
を
伝
え
た
「
宗
像
氏
貞
書
状
写
」
が
無
尽
書
（
註
13
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
毛
利
氏
と
長
野
氏
と
秋
月
氏
の
力
関
係
と
動
向
が
解
る

部
分
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

長
野
氏
と
高
春
（
香
春
岳
城
）
の
高
橋
元
種
は
不
和
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
そ
ん

な
な
か
秋
月
種
実
と
長
野
と
の
縁
色
（
養
子
縁
組
の
こ
と
か
）
が
相
違
し
た
の
で
、

三
月
下
旬
に
秋
月
と
高
橋
は
相
談
し
馬
ヶ
岳
城
（
長
野
氏
の
本
城
）
を
攻
め
た
が
、

そ
れ
に
対
し
て
高
鳥
広
城
（
直
方
市
）
落
城
後
長
野
領
に
い
た
毛
利
鎮
真
も
共
に
戦

い
、
築
城
郡
の
城
井
鎮
房
、
田
川
郡
坂
本
の
坂
本
永
泉
な
ど
が
支
援
し
た
の
で
馬
ヶ

岳
城
（
長
野
氏
）
は
勝
利
し
た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
毛
利
氏
の
味
方
同
士
が
合

戦
し
共
食
い
を
し
て
い
て
は
毛
利
氏
の
役
に
立
て
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。

　

天
正
十
四
年
九
月
七
日
付
け
、
以
前
か
ら
好
を
通
じ
て
い
た
毛
利
輝
元
か
ら
長
野

三
郎
左
衛
門
尉
に
あ
て
ら
れ
た
起
請
文
（
註
14
）
に
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。

　

毛
利
氏
か
ら
、
豊
臣
秀
吉
の
御
下
知
に
よ
り
豊
前
に
進
発
す
る
こ
と
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
長
野
氏
が
馳
走
（
従
軍
）
す
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
そ
の
後
を
保

障
し
た
書
状
で
あ
る
。

　

以
上
の
三
通
か
ら
、
長
野
氏
は
毛
利
・
小
早
川
隆
景
を
通
し
て
豊
臣
政
権
と
好
を

通
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
長
野
氏
は
薩
摩
島
津
氏
や
筑
前
秋
月
氏
と
連
繁
し
、

大
友
勢
力
や
豊
臣
勢
力
に
反
抗
し
た
勢
力
で
、
天
正
十
四
年
～
十
五
年
に
か
け
て
秀

吉
の
九
州
征
伐
に
備
え
た
」（
註
15
）
と
言
う
事
実
誤
認
を
論
拠
に
長
野
氏
に
よ
る

大
改
修
と
す
る
説
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
、
指
摘
し
て
置
く
。

　

な
お
、『
黒
田
家
譜
』
に
よ
る
と
、
黒
田
氏
は
本
城
を
馬
ヶ
岳
城
か
ら
中
津
城
に

移
し
た
後
も
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
ま
で
支
城
と
し
て
、
維
持
管
理
し
て
い
る
。

②
中
津
城
（
大
分
県
中
津
市
）（
第
３
図
）

　

黒
田
官
兵
衛
は
豊
臣
秀
吉
よ
り
拝
領
し
た
豊
前
国
六
郡
内
に
古
く
か
ら
使
用
さ
れ

て
い
た
馬
ヶ
岳
城
を
居
城
と
し
た
が
、
わ
ず
か
半
年
後
に
中
津
城
に
移
る
。
そ
こ
に

は
戦
争
施
設
か
ら
領
内
政
治
と
経
済
さ
ら
に
は
文
化
の
要
と
し
て
の
施
設
へ
の
転
換

が
意
図
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



史学論叢第 45 号（2015 年３月）

四
七

　

現
在
の
中
津
城
は
、
後
世
に
多
く
の
修
改
築
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な

い
。
天
正
十
六
年
段
階
の
復
元
に
あ
た
っ
て
、
堀
で
囲
ま
れ
た
郭
（
本
丸
、
二
ノ
丸
、

三
ノ
丸
）
そ
の
外
側
に
武
士
、
工
人
、
商
人
な
ど
が
居
住
す
る
郭
を
土
塁
（
御
か
こ

い
山
）・
堀
と
で
取
り
囲
ん
で
い
る
「
中
津
城
下
町
絵
図
」（
註
16
）
は
大
変
参
考
と

な
る
。
こ
の
絵
図
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
巨
大
城
郭
で
あ
る
こ
と
と
二
ノ
丸
に
記
さ

れ
て
い
る
御
用
屋
鋪
で
あ
る
。
御
用
屋
鋪
は
藩
の
政
治
経
済
を
つ
か
さ
ど
る
行
政
施

設
と
す
れ
ば
、
中
世
の
城
郭
に
は
み
か
け
な
い
施
設
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
豊
前
国
小
倉
城
（
北
九
九
州
市
小
倉
北
区
）
の
厩
に
つ
い
て
紹
介
し
て

お
こ
う
。
厩
と
は
現
代
流
に
言
う
と
運
輸
局
の
よ
う
な
も
の
で
、
厩
の
所
在
は
慶
長

十
四
（
一
六
〇
九
）
年
と
思
わ
れ
る
絵
図
（
註
17
）
や
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
幕

府
探
索
方
が
書
い
た
絵
図
（
註
18
）
を
は
じ
め
藩
の
各
種
書
類
か
ら
そ
の
存
在
が
知

ら
れ
て
い
る
。
厩
跡
を
発
掘
調
査
し
た
結
果
（
註
19
）、
厩
の
区
割
り
の
原
型
は
森

吉
成
に
よ
る
天
正
十
五
年
な
い
し
十
六
年
の
小
倉
城
改
修
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
中
津
城
御
用
屋
鋪
は
公
的
施
設
を
意
味
し
て
お
り
、
黒
田
官
兵
衛
時
代
か

ら
の
行
政
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

③
松
山
城
（
福
岡
県
苅
田
町
）（
第
４
図
）

　

苅
田
町
松
山
城
、
当
時
三
方
を
周
防
灘
に
囲
ま
れ
た
岬
の
独
立
丘
陵
、
標
高

一
二
八
メ
ー
ト
ル
の
松
山
に
位
置
す
る
。
少
な
く
と
も
三
ヶ
所
の
郭
群
と
山
麓
と
谷

を
取
り
囲
む
長
延
な
土
塁
か
ら
形
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
松
山
城
は
土
取
り
に

よ
っ
て
消
滅
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
山
頂
部
分
に
遺
っ
て
い
る
施
設
は
主
要
部
分
で

あ
る
。
九
以
上
の
郭
（
土
塁
で
防
備
さ
れ
た
郭
と
土
塁
が
な
い
郭
と
が
あ
る
）、
横

堀
三
本
、
堀
切
三
ヶ
所
、
五
ヶ
所
に
畝
状
竪
堀
群
（
う
ち
一
ヶ
所
は
半
分
埋
ま
っ
て

い
る
）
が
あ
る
。
石
垣
も
随
所
に
設
け
て
い
る
。
石
階
段
を
設
け
た
虎
口
を
設
け
て

い
る
。
建
物
の
跡
も
確
認
で
き
、
そ
こ
に
慶
長
前
半
期
の
瓦
が
集
中
的
に
散
布
し
て

い
る
（
註
20
）。

　

松
山
城
は
永
禄
年
間
毛
利
勢
の
大
友
勢
に
対
す
る
巨
大
な
向
城
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
永
禄
期
の
山
頂
部
の
様
子
は
慶
長
期
の
改
修
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
把
握
で

き
な
い
が
、
麓
に
廻
ら
さ
れ
た
長
延
な
土
塁
は
永
禄
期
の
遺
構
と
思
わ
れ
る
。

　

続
く
天
正
十
年
代
の
縄
張
り
は
把
握
で
き
な
い
が
、
天
正
九
年
十
一
月
三
十
日
付

け
で
毛
利
輝
元
よ
り
吉
見
政
頼
、
吉
見
広
賴
へ
宛
て
た
「
毛
利
輝
元
書
状
写
」
の
一

節「
然
処
長
野
亊
松
山
取
付
之
由
候
、非
無
不
審
候　

高
橋
と
内
々
宿
意
共
候
哉
」（
註

21
）
か
ら
毛
利
勢
の
向
城
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
永
禄
十
二
年
以
後
大

友
氏
の
支
援
の
も
と
京
都
郡
と
仲
津
郡
に
活
動
の
基
盤
を
移
し
た
長
野
氏
の
動
向
は

馬
ヶ
岳
城
の
項
で
述
べ
た
通
り
で
、
松
山
城
も
ま
た
長
野
氏
に
よ
る
増
改
築
は
あ
り

得
な
い
。
天
正
十
五
年
以
降
慶
長
五
年
ま
で
黒
田
氏
は
支
城
と
し
て
使
用
し
て
い
た

第３図　�中津城下町絵図の一部（中津市観協会・中津
藩政中料刊行会発行。）なお、当絵図は吉本
弘氏所蔵絵図を複製。関連城郭位置図
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（
註
22
）。
そ
の
後
、
畝
状
竪
堀
群
の
一
部
を
含
め
た
山
頂
部
の
遺
構
は
慶
長
七
年
の

細
川
忠
興
に
よ
っ
て
改
修
（
註
23
）
さ
れ
た
跡
で
あ
る
。

④
小
河
内
城
（
築
上
郡
築
上
町
本
庄
）（
第
５
図
）

　

本
庄
城
と
も
い
う
。
小
河
内
城
は
み
や
こ
町
と
築
上
町
境
（
旧
仲
津
郡
と
旧
築
城

郡
境
）を
南
北
に
走
る
尾
根
筋
に
あ
る
。
北
側
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
弱
に
黒
田
の
向
城
・

茅
切
山
城
が
あ
る
。

　

約
十
の
郭
を
三
ヶ
所
の
堀
切
、
土
橋
と
切
岸
で
防
備
し
て
い
る
。
土
塁
や
石
塁
設

け
た
郭
も
あ
る
。
南
側
堀
切
は
堀
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
な
堀
切
で
幅
約

七
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
弱
の
箱
堀
で
城
内
側
に
土
塁
を
併
設
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
堀
切
に
は
後
世
の
山
道
に
と
も
な
う
土
橋
が
造
ら
れ
て
い
る
。
水
ヶ
手

を
持
っ
て
い
る
。
北
側
か
ら
の
入
城
に
使
わ
れ
た
土
橋
は
十
数
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
両
側
が
絶
壁
で
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
通
路
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
部
分
は

横
矢
掛
と
な
っ
て
い
る
。
随
所
に
天
正
中
ご
ろ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

　

小
河
内
城
の
初
原
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
天
正
十
五
年
前
後
の
こ
と

を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。『
黒
田
家
譜
』（
註
24
）
は
神
楽
城
（
筆
者
註　

茅
切
峠

横
に
在
る
茅
切
山
城
の
こ
と
）
か
ら
小
河
内
城
の
位
置
を
「
是
よ
り
城
井
が
要
害
ま

で
は
其
間
七
八
町
ほ
ど
あ
る
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
の
「
城
井
が
要
害
」
こ

そ
が
、
小
河
内
城
で
あ
る
。

⑤
高
森
城
（
宇
佐
市
高
森
）（
第
６
図
）

　

高
森
城
は
駅
館
川
右
岸
に
接
し
た
丘
陵
に
造
ら
れ
て
い
る
。
本
ノ
丸
、
二
ノ
丸
、

三
ノ
丸
の
郭
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
郭
間
は
土
塁
、
堀
で
区
画
さ
れ
て
い
る
。 第５図　小河内城（中村修身作成）

第４図　�松山城（山頂部は慶長７年に改修。中村修身作成）
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ま
た
、
城
内
の
西
側
は
駅
館
川
が
堀
の
役
割
を
果
た
し
、
東
（
台
地
）
側
は
土
塁
、

堀
で
防
備
し
て
い
る
。
二
ノ
丸
、
三
ノ
丸
は
非
常
に
広
い
。
天
正
十
五
年
前
後
、
郭

が
広
く
な
る
、
堀
は
幅
約
十
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
で
、
土
塁
も
幅
約
十

メ
ー
ト
ル
高
さ
お
お
よ
そ
二
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
な
る
。
高
森
城
（
大
規
模
城
郭
）

の
直
線
的
企
画
は
山
本
切
寄
（
小
規
模
城
郭
）
や
広
幡
城
、
赤
旗
城
、
光
岡
城
な
ど

と
と
も
に
豊
前
地
方
の
特
色
で
あ
る
。
高
石
垣
は
使
用
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

門
跡
と
思
し
き
施
設（
南
北
十
四
間
、東
西
五
間
。一
間
は
六
尺
五
寸
の
京
間
を
使
用
）

に
は
、
鯱
瓦
や
三
巴
文
軒
丸
瓦
や
軒
平
瓦
な
ど
本
瓦
葺
き
で
あ
る
（
註
25
）。
軒
平

瓦
は
中
心
に
三
葉
や
花
文
を
あ
し
ら
い
、
左
右
に
唐
草
を
展
開
し
た
模
様
の
も
の
が

あ
り
、
肥
前
名
護
屋
城
や
豊
前
小
倉
城
な
ど
で
同
模
様
の
瓦
が
（
註
26
）
出
土
し
て

い
る
。『
黒
田
家
譜
』（
註
27
）
を
参
考
に
す
る
と
、
高
森
城
は
天
正
十
五
年
後
半
か

ら
慶
長
五
年
ま
で
は
黒
田
官
兵
衛
の
支
城
で
あ
り
、
弟
黒
田
兵
庫
助
利
高
を
城
番
と

し
て
い
た
。
改
修
（
現
在
現
地
に
遺
る
縄
張
り
）
の
時
期
を
天
正
十
五
年
ま
で
さ
か

の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
は
、
瓦
の
時
期
を
考
慮
す
る
と
躊
躇
す
る
。

⑥
平
田
城
（
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
平
田
）（
第
７
図
）

　

白
米
城
と
も
い
う
。
平
田
は
本
耶
馬
溪
の
行
政
や
経
済
な
ど
の
中
心
地
と
し
て
栄

え
た
。
大
内
義
隆
書
の
扁
額
を
も
つ
寺
院
も
あ
る
。
平
田
城
は
山
国
川
の
左
岸
丘
陵

に
造
ら
れ
た
大
規
模
城
郭
で
あ
る
。
三
ヶ
所
の
高
み
と
小
谷
に
設
け
た
約
三
十
五
の

郭
を
切
岸
・
石
垣
、
堀
切
、
土
塁
で
防
備
し
て
い
る
。
土
塁
を
敷
設
し
た
郭
も
あ
る
。

城
域
西
側
の
谷
を
改
造
し
堀
切
と
し
て
い
る
。
大
手
虎
口
は
東
側
谷
口
で
も
あ
る
城

山
公
園
入
口
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
戦
闘
用
虎
口
数
ヶ
所
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
天

正
中
ご
ろ
の
城
郭
に
積
ま
れ
る
二
段
な
い
し
は
三
段
の
雛
壇
状
石
垣
と
高
石
垣
の
二

種
類
の
積
み
方
が
見
ら
れ
る
。
前
者
は
北
部
九
州
に
広
く
使
用
さ
れ
、
後
者
は
こ
の

地
方
と
し
て
は
新
し
い
積
み
方
で
あ
る
。
石
垣
に
横
矢
掛
を
設
け
て
い
る
。

　
『
豊
前
故
城
誌
』
に
平
田
城
の
項
に
「
天
正
十
六
年
黒
田
勢
に
攻
め
ら
れ
平
田
掃

部
助
一
戦
に
も
及
ば
ず
城
を
渡
し
叩
頭
す
、
其
後
黒
田
よ
り
家
臣
備
後
守
利
安
の
嫡

男
栗
山
大
膳
を
城
番
と
し
て
置
か
る
」
と
記
し
て
い
る
（
註
28
）。
備
後
守
利
安
は

備
後
利
安
で
あ
る
こ
と
、
平
田
城
の
城
番
は
栗
山
大
膳
で
は
な
く
父
栗
山
備
後
利
安

で
あ
る
な
ど
誤
記
も
見
ら
れ
る
が
、
石
垣
の
特
徴
が
示
す
時
期
な
ど
と
『
豊
前
故
城

誌
』
の
内
容
か
ら
、
黒
田
氏
は
改
修
し
た
平
田
城
を
支
城
と
し
栗
山
利
安
を
城
番
と

し
た
と
、
推
察
で
き
る
。

⑦
茅
切
山
城
（
築
上
郡
築
上
町
本
庄
）（
第
８
図
）

第６図　高森城（『大分の中世城館第四集』より）
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茅
切
山
城
は
み
や
こ
町
と
築
上
町
境
を
南
北
に
走
る
尾
根
筋
に
あ
る
。
ま
た
、
茅

切
山
城
の
す
ぐ
北
に
古
く
か
ら
仲
津
郡
（
西
城
井
谷
）
と
築
城
郡
（
東
城
井
谷
）
を

つ
な
ぐ
茅
切
峠
が
あ
る
。
雑
な
単
郭
で
南
側
（
小
河
内
城
側
）
は
尾
根
を
両
側
か
ら

削
り
落
と
し
た
土
橋
で
防
御
し
、
北
側
（
茅
切
峠
側
）
は
二
条
の
堀
切
で
防
御
し
て

い
る
。
こ
の
堀
切
は
一
見
横
堀
風
で
天
正
十
五
年
前
後
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

　

茅
切
山
城
は
、
黒
田
勢
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
小
規
模
な
向
城
で
あ
る
け
れ
ど
織
豊

系
城
郭
の
要
素
は
見
ら
れ
な
い
。
豊
前
国
人
一
揆
鎮
圧
後
は
放
棄
さ
れ
た
。

　

当
茅
切
山
城
を
『
黒
田
家
譜
』（
註
29
）
は
神
楽
城
と
記
し
て
い
る
。
茅
切
山
内

の
小
字
通
楽
を
誤
っ
て
神
楽
と
伝
え
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
誤
記
を

引
き
継
い
で
茅
切
山
城
を
み
や
こ
町
木
井
馬
場
に
あ
る
神
楽
城
を
当
て
て
、
城
郭
の

立
地
や
縄
張
り
で
説
明
す
る
こ
と
（
註
30
）
は
混
乱
を
引
き
起
こ
す
。

　
『
黒
田
家
譜
』
は
「
爰
に
城
井
谷
の
口
茅
切
山
の
内
出
崎
の
丸
山
に
、
神
楽
山
と

い
う
古
城
あ
り
。
是
を
取
立
て
向
城
と
し
て
人
数
を
入
置
、
城
井
が
往
来
の
路
を
指

第７図　平田城（村上勝郎、田中賢二、中村測図を一部改変及び復元）

第８図　�茅切山城（茅切峠の南側にあり。
中村修身作成）
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五
一

し
ふ
さ
ぎ
、
乱
妨
を
と
ど
め
ん
と
て
、
人
夫
を
多
く
あ
つ
め
、
早
朝
よ
り
長
政
自
ら

命
じ
て
、
俄
に
塀
を
か
け
小
屋
を
作
り
、
即
日
に
成
就
し
、（
中
略
）
見
方
今
日
の

普
請
に
つ
か
れ
た
る
を
か
ん
が
へ
て
、
敵
か
な
ら
ず
今
夜
夜
討
に
寄
き
た
る
べ
し
。

是
よ
り
城
井
が
要
害
ま
で
は
其
間
七
八
町
ほ
ど
あ
る
し
」（
註
31
）
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
「
是
よ
り
城
井
が
要
害
ま
で
は
其
間

七
八
町
ほ
ど
あ
る
べ
し
」
の
記
載
で
あ
る
。「
是
」
を
茅
切
峠
（
茅
切
ト
ン
ネ
ル
）

南
横
の
茅
切
山
城（
当
城
）と
取
れ
ば
尾
根
筋
を
南
に
七
八
町
の
と
こ
ろ
に
あ
る「
城

井
氏
の
要
害
」
は
城
井
氏
の
小
河
内
城
に
あ
た
り
、
文
章
が
示
す
風
景
と
現
地
が
一

致
す
る
。
他
方
「
是
」
を
み
や
こ
町
木
井
馬
場
に
あ
る
神
楽
城
と
し
た
場
合
「
城
井

の
要
害
」
に
該
当
す
る
城
郭
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

貝
原
益
軒
は
『
黒
田
家
譜
』
編
纂
の
下
調
べ
の
旅
で
書
き
記
し
た
『
豊
国
紀
行
』

に
「
茅
切
山
は
城
井
谷
の
内
本
庄
村
の
西
な
る
山
な
り　

山
上
切
た
る
如
く
に
見
ゆ

る
故
名
付
し
に
や　

其
少
南
に
茅
切
嶺ト

ヲ
ゲ

有　

西
城
井
谷
へ
越
へ
行
道
な
り　

茅
切

山
は
西
城
井
東
城
井
の
さ
か
ひ
な
り　

茅
切
山
よ
り
寒
田
ま
で
廿
町
ば
か
り
あ
り　

此
山　

谷
の
東
西
の
山
の
内
に
て
は
い
と
高
く
見
ゆ　

此
山
に
塞
の
あ
と
あ
り　

こ

れ
は
黒
田
家
よ
り
兵
を
こ
め
て　

城
井
が
出
る
を
お
さ
え
ん
為
な
り
し
と
云
」（
註

32
）
と
記
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
益
軒
が
豊
前
城
井
谷
を
旅
し
た
時
、
城
井
谷
の

人
々
が
話
し
て
い
た
こ
と（
茅
切
山
と
茅
切
峠
の
位
置
関
係
は
読
み
と
り
に
く
い
が
、

み
や
こ
町
と
築
上
町
境
を
南
北
に
走
る
尾
根
筋
に
あ
り
黒
田
氏
が
城
井
を
攻
め
る
た

め
に
造
っ
た
小
規
模
な
向
城
を
茅
切
山
城
と
認
識
し
て
い
た
の
こ
と
）
を
『
豊
国
紀

行
』
に
書
き
記
し
た
の
で
あ
る
。

⑧
神
楽
城
（
み
や
こ
町
木
井
馬
場
）（
第
９
図
）

　

神
楽
城
は
伊
良
原
谷
（
西
城
井
谷
）
を
北
流
す
る
祓
川
の
中
流
に
あ
る
木
井
馬
場

集
落
の
西
南
標
高
二
七
二
メ
ー
ト
ル
の
神
楽
山
頂
に
あ
る
。
木
井
馬
場
は
城
井
氏
の

祖
先
宇
都
宮
氏
の
本
貫
で
あ
る
。

　

約
十
の
郭
を
堀
切
四
条
、
三
十
条
を
超
え
る
竪
堀
か
ら
な
る
畝
状
竪
堀
群
（
普
通

の
形
態
）
で
防
備
さ
れ
て
い
る
。
土
塁
で
防
備
さ
れ
た
郭
も
あ
る
。
郭
群
を
二
の
堀

切
で
区
割
し
て
い
る
。
ま
た
、
郭
の
一
部
に
横
矢
掛
を
設
け
て
い
る
。

　

岡
寺
良
氏
は
横
矢
掛
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
論
拠
に
畝
状
竪
堀
群
を
も
ち
高
石
垣

も
瓦
も
な
い
神
楽
城
を
織
豊
系
城
郭
と
論
じ
る
（
註
33
）。
同
じ
論
文
の
中
で
馬
ヶ

岳
城
の
位
置
づ
け
に
際
し
、
畝
状
竪
堀
群
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
註
34
）
を
論

拠
に
長
野
助
守
段
階
の
改
修
で
あ
り
、
黒
田
官
兵
衛
の
改
修
で
な
い
と
論
じ
て
い
る

こ
と
と
説
明
に
整
合
性
が
保
た
れ
て
い
な
い
。

⑨
赤
旗
城
（
築
上
郡
築
上
町
赤
旗
）（
第
10
図
）

　

城
井
川
右
岸
の
丘
陵
に
造
ら
れ
た
小
規
模
城
郭
で
あ
る
。
縄
張
り
企
画
は
直
線
的

傾
向
を
示
す
。
赤
旗
城
は
二
郭
群
か
ら
な
る
。
西
側
は
城
井
川
を
う
ま
く
利
用
し
防

備
し
て
い
る
。
北
側
郭
の
東
、
南
、
北
側
を
防
備
す
る
横
堀
は
幅
約
十
メ
ー
ト
ル
で

第９図　�神楽城（みやこ町木井馬場。中村修身
作成）
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五
二

あ
る
。

　

南
側
郭
は
北
側
郭
と
雰
囲
気
が
異
な
り
、
築
造
年
代
は
下
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
黒
田
家
譜
』
は
豊
前
国
人
一
揆
の
こ
と
と
し
て
「
其
後
赤
旗
と
い
う
所
に
城
井
中

務
（
鎮
房
）
よ
り
出
城
を
か
ま
へ
其
家
臣
壁
兵
庫
、
城
井
宮
内
と
い
ふ
両
人
を
こ
め

置
け
る
」（
註
35
）
と
記
し
て
い
る
。
城
井
鎮
房
は
黒
田
氏
が
領
主
と
な
っ
て
か
ら

わ
ず
か
四
ヶ
月
後
の
決
起
で
あ
る
の
で
、
新
た
に
準
備
す
る
ま
も
な
く
、
豊
臣
秀
吉

九
州
侵
攻
以
前
か
ら
あ
っ
た
小
領
主
の
小
規
模
城
郭
を
活
用
し
た
と
み
る
の
が
自
然

で
あ
る
。
赤
旗
城
を
黒
田
氏
が
改
修
し
た
と
す
れ
ば
、
豊
前
国
人
一
揆
終
結
後
と
云

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
当
時
の
情
勢
（
朝
鮮
出
兵
や
石
高
制
に
と
も
な
う
領
主

層
の
在
地
か
ら
の
切
り
離
し
政
策
な
ど
）
か
ら
小
規
模
城
郭
（
砦
）
を
改
修
し
て
ま

で
維
持
す
る
と
は
考
え
難
い
。

⑩
広
幡
城
（
築
上
町
広
幡
）（
第
11
図
）

　

広
幡
城
は
築
上
町
大
字
水
原
・
大
字
広
末
に
所
在
す
る
。椎
田
バ
イ
パ
ス
の
建
設

に
よ
っ
て
、ほ
ぼ
半
分
が
消
滅
し
た
。近
世
の
字
境
の
土
塁
や
畑
地
な
ど
各
時
期
の
遺

跡
が
重
複
し
て
い
る
。二
の
郭
を
横
堀
、畝
状
竪
堀
群
、竪
堀
な
ど
で
防
備
し
て
い
る
。

　

虎
口
と
連
動
し
た
土
橋
や
郭
に
飛
び
出
し
部
（
横
矢
掛
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
）

を
設
け
る
な
ど
の
特
長
を
持
っ
て
い
る
。

　

郭
を
ほ
ぼ
半
周
す
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
横
堀
は
幅
約
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二

メ
ー
ト
ル
と
深
い
。
縄
張
り
企
画
は
直
線
的
傾
向
を
示
す
。
畝
状
竪
堀
群
は
一
部
埋

ま
っ
て
い
る
こ
と
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

文
化
八
年
に
写
さ
れ
た
『
豊
前
国
古
城
記
』
は
「
広
幡
城
昔
宮
原
中
務
と
云
ふ
者

切
り
開
き
、
其
後
城
井
民
部
重
房
出
城
に
取
立
、
瓜
田
春
永
と
云
う
者
城
代
此
は
如

水
に
内
通
城
井
の
郷
案
内
せ
し

よ
し
」と
、城
井
氏
の
出
城（
砦
）

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

広
幡
城
を
黒
田
氏
が
改
修
し

た
と
す
れ
ば
、
豊
前
国
人
一
揆

終
結
後
と
云
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
其
後
の
情
勢
（
朝
鮮

出
兵
や
石
高
制
に
と
も
な
う
領

主
層
の
在
地
か
ら
の
切
り
離
し

政
策
な
ど
）
の
な
か
敵
の
小
規

模
城
郭
（
砦
）
を
改
修
し
て
ま

で
使
う
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
、

現
地
に
見
る
広
幡
城
は
豊
臣
秀

吉
九
州
侵
攻
に
備
え
て
城
井
氏

（
国
人
衆
）
が
改
修
し
た
縄
張

第 11 図　�広幡城（福岡県教育委員会の図を改変。その際
字境の土塁、畑地跡などを除いた）

第 10 図　赤旗城（中村修身作成）
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五
三

り
（
砦
）
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
山
本
切
寄
（
宇
佐
市
山
本
）（
第
12
図
―
１
）

　

山
本
切
寄
は
宇
佐
市
内
を
流
れ
る
駅
館
川
左
岸
に
造
ら
れ
た
小
規
模
城
郭
で
あ
る
。

　

広
い
郭
二
つ
の
北
、
南
、
西
側
は
土
塁
・
堀
で
防
備
し
て
い
る
。
土
塁
は
頂
部
幅

約
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
、
堀
は
幅
約
七
メ
ー
ト
ル
深
さ
約
三
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
土
塁
・
堀
は
直
線
的
規
格
で
あ
る
こ
と
と
土
塁
に
櫓
台
と
思
し
き
正
方

形
張
出
を
設
け
る
な
ど
新
し
い
要
素
を
加
え
丁
寧
に
造
っ
て
い
る
が
、
東
（
駅
館
川
）

側
は
自
然
地
形
を
利
用
し
た
雑
な
造
り
で
あ
る
。
こ
の
縄
張
り
は
敵
の
攻
撃
が
予
測

さ
れ
る
台
地
側
に
丁
寧
に
防
御
施
設
を
造
っ
た
と
言
え
る
。
一
方
、
当
時
物
資
運
搬

や
人
の
住
来
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
駅
館
川
側
は
雑
な
造
り
で
、見
せ
る
こ
と
（
織

豊
系
城
郭
の
重
要
な
要
素
）
を
城
造
り
の
一
つ
の
目
的
と
す
る
見
解
は
適
切
で
は
な

い
。

　

山
本
切
寄
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
次
の
点
は
参
考
に
な
る
。
駅
館
川
に
沿
っ
て

南
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
横
堀
、
敏
状
堅
堀
群
、
土
塁
、
堀
切
で
防
備
さ
れ

た
約
二
十
の
郭
を
持
つ
山
本
砦
（
第
12
図
―
２
）
を
攻
め
る
向
城
と
し
て
山
本
切
寄

が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
山
本
切
寄
の
山
本
砦
側
は
自
然
地
形
利

用
の
防
備
で
あ
り
権
威
と
か
美
し
さ
と
か
は
感
じ
取
れ
な
い
。

　
「
切
寄
」
は
宇
佐
地
方
で
使
わ
れ
た
言
葉
で
小
規
模
城
郭
を
意
味
し
て
お
り
、
宇
佐

地
方
の
在
地
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
山
本
切
寄
は
山
本
砦
の
建
て
替
え
移

転
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ⅲ
・
考
察

①
黒
田
氏
以
前
の
城
郭
体
制

　

天
正
十
五
年
以
前
の
豊
前
国
の
城
郭
に
つ
い
て
概
略
を
見
て
お
く
こ
と
は
、
戦
国

大
名
黒
田
氏
時
代
の
城
郭
体
制
（
軍
事
態
勢
）
を
理
解
す
る
う
え
で
参
考
と
な
ろ
う
。

豊
前
国
の
守
護
は
久
し
く
豊
前
国
内
に
在
住
し
て
い
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
永
続
的

中
心
的
大
規
模
な
館
と
大
規
模
な
詰
城
が
存
在
し
な
い
な
か
で
、
豊
前
国
の
権
益
や

支
配
権
を
模
索
す
る
少
弐
氏
、
大
内
氏
、
大
友
氏
な
ど
は
馬
ヶ
岳
城
に
城
督
を
置
い

て
い
る
こ
と
は
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

長
野
氏
や
山
田
氏
、
広
津
氏
、
八
屋
氏
、
城
井
氏
、
中
間
氏
、
福
島
氏
、
時
枝
氏

な
ど
国
人
領
主
が
大
規
模
な
詰
城
を
構
え
、
さ
ら
に
、
小
領
主
も
中
・
小
規
模
な
が

ら
詰
城
を
構
え
領
地
の
維
持
に
努
め
た
。
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
小
領
主

の
中
・
小
城
郭
は
国
人
領
主
に
と
っ
て
詰
城
で
あ
る
と
同
時
に
上
位
の
領
主
の
支
城

で
あ
る
（
註
36
）。
一
方
で
非
在
地
性
勢
力
・
毛
利
勢
は
門
司
城
と
松
山
城
に
陣
取

り
豊
前
国
へ
の
進
出
を
う
か
が
っ
て
い
た
。

②
黒
田
氏
領
内
の
城
郭
体
制

　

豊
臣
秀
吉
政
権
下
の
小
早
川
隆
景
に
よ
っ
て
巨
大
な
馬
ヶ
岳
城
は
誕
生
し
た
。
巨

第 12 図　�１．山本切寄　２．山本砦（『大分の中
世中世城館第四集』より）
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五
四

大
城
郭
に
改
修
し
た
理
由
と
し
て
、
敵
地
に
お
け
る
指
令
所
（
本
城
）
と
し
て
の
機

能
、
敵
地
に
お
け
る
兵
員
の
安
全
確
保
、
軍
事
的
制
圧
後
の
豊
臣
秀
吉
の
御
動
座
な

ど
が
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
豊
前
国
で
の
戦
闘
勝
利
後
ま
も
な
く
、
豊
前
国

六
郡
を
拝
領
し
た
大
名
黒
田
官
兵
衛
は
馬
ヶ
兵
城
か
ら
巨
大
な
中
津
城
を
築
城
し
移

転
し
た
。
背
景
に
は
領
国
支
配
（
政
治
行
政
機
構
、
常
備
軍
の
改
変
を
目
し
た
家
臣

団
の
居
住
や
工
人
、
商
人
な
ど
の
居
住
）
が
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
、
思
わ
れ
る
。

　

豊
臣
秀
吉
政
権
は
豊
前
国
を
軍
事
的
に
制
圧
し
た
後
も
国
人
衆
に
廃
城
を
命
じ
た

も
の
の
、
城
郭
を
破
却
な
い
し
は
摂
取
し
な
か
っ
た
（
註
37
）。
こ
の
こ
と
は
豊
前

国
人
一
揆
勢
の
軍
事
的
基
盤
を
温
存
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
豊
臣
秀
吉
政
権
の
限
界

で
も
あ
っ
た
。

　

大
名
黒
田
氏
は
一
揆
に
与
し
た
国
人
衆
の
城
郭
（
城
井
氏
の
大
平
城
、
野
中
左
京

太
夫
の
長
岩
城
、
野
中
兵
庫
の
雁
股
ヶ
岳
城
、
山
田
大
膳
の
山
田
城
、
野
中
家
来
の

犬
丸
城
な
ど
）
を
再
び
攻
め
落
と
し
て
い
る
（
註
38
）。
そ
の
後
こ
れ
ら
城
郭
を
機

能
さ
せ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
一
方
で
、高
森
城
、佐
田
城
、一
戸
城
、

平
田
城
、
松
山
城
、
馬
ヶ
岳
城
な
ど
は
大
規
模
な
支
城
と
し
て
整
備
し
（
註
39
）
城

番
を
置
い
て
維
持
し
て
い
る
。
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
国
人
衆
の
大
規
模
城
郭
と
黒

田
氏
の
大
規
模
な
支
城
の
間
に
数
的
差
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
一
応
家
臣
化
さ
け

て
も
な
お
領
国
制
に
こ
だ
わ
っ
た
勢
力
な
い
し
は
家
臣
化
さ
れ
る
こ
と
を
好
と
し
な

か
っ
た
旧
国
人
衆
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

黒
田
氏
の
小
領
主
政
策
と
密
接
な
中
・
小
規
模
城
郭
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
か

は
、
重
要
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
置
く
と
と
も
に
現
研
究
段
階
で
は
、
そ

れ
を
つ
か
む
資
料
は
極
め
て
す
く
な
い
が
、
つ
ぎ
の
こ
と
は
指
摘
し
て
置
き
た
い
。

黒
田
勢
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
中
・
小
規
模
城
郭
も
わ
ず
か
な
が

ら
存
在
す
る
こ
と
は
旧
領
主
層
の
城
郭
も
維
持
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
小
領
主
な
ど
を
家
臣
化
し
て
巨
大
な
城
郭
（
中

津
城
）
に
居
住
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
武
装
解
除
を
進
め
た
こ
と
や
豊
臣
秀
吉
政
権
は

朝
鮮
出
兵
を
模
索
し
て
い
る
こ
の
時
期
、大
名
黒
田
氏
は
領
国
内
の
砦
い
わ
ゆ
る
中
・

小
規
模
城
郭
の
維
持
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
折
を
み
て
廃
城
に
し
て

い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

③
織
豊
系
城
郭
に
つ
い
て

　

城
郭
の
分
析
に
お
い
て
在
地
性
城
郭
と
非
在
地
性
城
郭
と
い
う
概
念
を
用
い
て
城

郭
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
織
豊
系
城
郭
は
両
者
を
識
別
す
る
基
準
の
一
つ
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
織
豊
系
城
郭
を
主
張
す
る
論
者
の
織
豊
系
城
郭
の
把
握
は

実
態
に
対
応
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、
整
理
し
て
お
く
必
要
を
感
じ
る
。

　

織
豊
系
城
郭
研
究
で
著
名
な
中
井
均
氏
は
「
地
域
的
あ
る
い
は
戦
国
大
名
単
位
で

築
城
技
術
に
特
徴
が
存
在
す
る
こ
と
も
お
お
よ
そ
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
織

豊
系
の
大
名
が
築
城
し
た
城
郭
に
は
斉
一
性
が
あ
り
、
以
後
の
築
城
に
大
き
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
た
も
の
と
し
て
注
目
」（
註
40
）
と
指
摘
。
さ
ら
に
、
織
豊
系
城
郭
の

画
期
を
考
古
学
の
立
場
か
ら
「
石
垣
・
瓦
・
礎
石
建
物
の
三
つ
の
要
素
が
導
入
さ
れ

た
も
の
と
規
定
し
た
。（
中
略
）
城
郭
が
織
豊
政
権
に
よ
る
政
策
の
具
現
的
構
築
物
」

（
註
41
）
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

織
豊
系
城
郭
（
織
豊
政
権
に
よ
る
政
策
の
具
現
的
構
築
物
）
は
城
郭
を
戦
争
施
設

に
加
え
て
支
配
の
象
徴
さ
ら
に
政
治
経
済
的
施
設
へ
と
主
要
な
役
割
が
変
化
す
る
な

か
戦
国
大
名
の
巨
大
城
郭
に
体
現
さ
れ
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
馬
ヶ
岳
城
は
豊
臣

秀
吉
政
権
に
よ
っ
て
大
改
修
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
織
豊
系
城
郭
の
要
素
が
み
ら

れ
な
い
理
由
は
、
戦
争
施
設
と
し
て
改
修
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
制
圧
後
わ
ず
か
の

期
間
を
経
て
中
津
城
の
建
設
に
着
手
し
た
の
は
、
戦
争
施
設
か
ら
行
政
的
経
済
的
施

設
へ
の
転
換
の
な
か
中
津
城
で
織
豊
政
権
に
よ
る
政
策
の
具
現
的
構
築
物
（
註
42
）

と
し
て
姿
を
現
し
た
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る
。
現
に
豊
前
地
方
で
は
中
津
城
と
小
倉

城
の
巨
大
城
郭
に
お
い
て
織
豊
系
城
郭
を
確
認
で
き
る
。
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近
年
、
織
豊
系
城
郭
の
要
素
に
直
線
的
企
画
や
横
矢
掛
な
ど
を
追
加
し
て
、
中
・

小
規
模
城
郭
に
も
織
豊
系
城
郭
の
存
在
を
主
張
す
る
向
き
（
註
43
）
が
あ
る
。
そ
れ

で
は
説
明
で
き
な
い
事
例
が
多
々
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
て
置
い
た
。
具
体
的

例
を
一
つ
述
べ
て
置
く
。
豊
前
国
人
一
揆
城
井
氏
鎮
圧
の
た
め
黒
田
勢
が
一
夜
に
し

て
造
っ
た
茅
切
山
城
（
向
城
）
は
在
地
性
城
郭
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
、つ
ま
り
、

織
豊
系
大
名
領
内
の
中
・
小
城
郭
で
あ
っ
て
も
織
豊
系
城
郭
の
定
を
な
し
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
し
て
置
く
。
黒
田
氏
は
摂
取
し
た
中
、
小
規
模
城
郭
を
造
り
替
え
る
こ

と
な
く
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
場
合
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。

　

豊
前
地
方
の
城
郭
の
中
に
織
豊
系
城
郭
の
要
素
の
一
部
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
の

見
解
が
あ
る
。
大
名
支
配
領
内
の
中
・
小
規
模
城
郭
（
砦
）
の
維
持
管
理
ま
で
豊
臣

政
権
が
直
接
命
令
を
出
す
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
織
豊
系
大
名
の
家
臣
た
ち
が
影

響
を
受
け
取
り
入
れ
た
と
解
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
は
考
え
に
く
い
し
、
後
者
の

場
合
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
あ
え
て
織
豊
系
城
郭
と
位
置
付
け
る
と
織
豊

政
権
に
よ
る
政
策
の
具
現
的
構
築
物
と
い
う
位
置
づ
け
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
す
ぐ

れ
た
技
術
、
必
要
な
技
術
は
誰
も
が
取
り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
城
郭
の
多
様
な
変

化
は
ま
ず
時
期
差
地
域
差
を
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
木
村
忠
夫
氏
、
山
崎
龍
雄
氏
、
藤
野
正
人
氏
、
小

川
秀
樹
氏　

浦
井
直
幸
氏
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
助
言
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記

し
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
さ
ら
に
、
発
表
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
白
峰
旬

先
生
を
は
じ
め
別
府
大
学
史
研
究
会
の
諸
先
生
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註
１　

二
〇
一
〇　

中
村
修
身
「
北
部
九
州
の
戦
乱
と
城
郭
」『
西
国
の
権
力
と
戦
乱
』
清
文

堂

註
２　

二
〇
〇
六　

中
村
修
身
「
在
地
性
城
郭
と
非
在
地
性
城
郭
に
つ
い
て
」『
大
分
県
地
方

史
研
究
』
一
九
七

註
３　

二
〇
一
四　

岡
寺　

良
「
豊
前
地
域
に
お
け
る
黒
田
官
兵
衛
・
長
政
の
城
」『
戦
国
武

将
と
城
―
小
和
田
哲
男
先
生
古
希
記
念
論
集
―
』

註
４　

水
堀
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
理
由
を
挙
げ
て
置
く
。
水
堀
の
規
模
は
も
っ
と
も
広
い
幅

で
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
平
均
幅
約
一
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
比
高
差

約
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
用
水
池
と
す
る
に
は
特
異
で
あ
る
。
こ
の
水
堀
は
中
世
末
か
ら

明
治
期
ま
で
の
主
要
道
を
堤
に
併
用
し
て
い
る
こ
と
、
明
治
十
七
年
十
二
月
測
量
し
陸
軍

省
御
用
掛
片
山
直
道
製
図
の
「
新
町
」
に
は
当
堀
は
用
水
池
と
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
忘

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
馬
ヶ
岳
城
に
と
も
な
う
水
堀
と
判
断
し
た
。

註
５　

註
３
に
同
じ

註
６　

註
３
に
同
じ

註
７　

註
３
に
同
じ

註
８　

さ
ら
に
は
畝
状
竪
堀
群
と
横
矢
掛
が
併
設
さ
れ
て
い
る
例
を
あ
げ
る
と
、
永
禄
十
一
年

に
放
棄
さ
れ
、
そ
の
後
の
使
用
が
確
認
で
き
な
い
小
倉
南
区
長
野
城
が
あ
る
。

註
９　

註
１
に
同
じ

註
10　

二
〇
〇
六　

行
橋
市
史
編
纂
委
員
会
『
行
橋
市
史
資
料
編
中
世
』

註
11　

二
〇
一
〇　

長
野
悠
『
豊
前
長
野
氏
史
話
』
今
井
書
店

註
12　

二
〇
〇
六　

行
橋
市
史
編
纂
委
員
会
『
行
橋
市
史
資
料
編
中
世
』
二
四
一
頁

註
13　

二
〇
〇
六　

行
橋
市
史
編
纂
委
員
会
『
行
橋
市
史
資
料
編
中
世
』
二
四
七
頁

註
14　

二
〇
〇
六　

行
橋
市
史
編
纂
委
員
会
『
行
橋
市
史
資
料
編
中
世
』
二
五
〇
頁

註
15　

吉
本
弘
氏
旧
蔵
の
「
中
津
城
下
町
絵
図
」
を
中
津
市
観
光
協
会
・
中
津
市
藩
政
史
料
刊

行
会
が
発
刊
し
た
も
の
を
参
考
と
し
た
。
原
本
の
図
制
作
年
代
は
天
保
七
年
か
ら
弘
化
二

年
頃
の
間
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
当
絵
図
は
中
津
市
歴
史
資
料
館
の
所
蔵
と
な
っ

て
い
る
。
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註
16　

山
口
県
文
書
館
毛
利
文
庫
蔵
『
豊
前
小
倉
城
略
図
』。
描
か
れ
て
い
る
内
容
は
慶
長
十

年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

註
17　

一
九
八
五　
「
筑
前
筑
後
肥
前
肥
後
探
索
書
」『
小
倉
藩
創
始
細
川
家
の
歴
史
展
』
北
九

州
市
歴
史
博
物
館

註
18　

一
九
九
七　
（
財
）
北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
団
「
小
倉
城
跡
２
」『
北
九
州
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
第
一
九
六
集
』

　
　
　

 

二
〇
一
四　

中
村
修
身
「
豊
前
・
小
倉
城
発
掘
調
査
よ
り
」『
第
31
回
全
国
城
郭
研
究

者
セ
ミ
ナ
ー
発
表
要
旨
』

註
19　

一
九
八
八 

苅
田
町
教
育
委
員
会
「
豊
前
国
松
山
城
跡
」『
苅
田
町
文
化
財
調
査
報
告
第

八
集
』

註
20　

二
〇
〇
六　

行
橋
市
史
編
纂
委
員
会
『
行
橋
市
史
史
料
編
中
世
』
一
九
〇
頁
か
ら

二
三
五
頁

註
21　

二
〇
〇
六　

行
橋
市
史
編
纂
委
員
会
『
行
橋
市
史
資
料
編
中
世
』
二
四
六
頁

註
22　

一
九
八
〇　

貝
原
益
軒
『
黒
田
家
譜
』
歴
史
図
書
社

註
23  

二
〇
一
二　

 

中
村
修
身
「
豊
前
・
松
山
城
山
頂
部
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」『
北
部
九
州

中
近
世
城
郭
情
報
紙
23
号
』　

註
24　

一
九
八
〇　

註
22
に
同
じ    

註
25　

二
〇
〇
〇　

宇
佐
市
教
育
委
員
会
「
高
森
城
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
」 

二
〇
一
四　

九
州
歴
史
資
料
館
『
黒
田
官
兵
衛
と
城
』

註
26　

城
郭
に
関
す
る
中
世
瓦
に
お
い
て
、
同
范
瓦
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

は
正
し
い
が
、
同
范
瓦
と
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
出
土
し
た
城
郭
間
の
政
治
的
関
係
を
強
調

し
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。
城
郭
に
瓦
が
用
い
ら
れ
る
時
代
は
す
で
に
商
工
業
が
発
達
し
て

い
る
こ
と
と
瓦
当
面
の
模
様
は
范
型
を
用
い
て
作
る
の
が
普
通
で
あ
る
こ
と
を
考
え
同
模

様
の
瓦
と
表
現
し
た
。

註
27　

註
22
に
同
じ

註
28　

一
九
〇
三 

熊
谷
克
己
編
『
豊
前
故
城
誌
』

註
29　

註
22
に
同
じ

註
30　

註
３
に
同
じ

註
31　

註
22
に
同
じ

註
32　

一
六
九
四　

貝
原
益
軒
『
豊
国
紀
行
』 

註
33　

註
３
に
同
じ  

註
34　

そ
も
そ
も
、
畝
状
竪
堀
群
が
あ
れ
ば
誰
々
の
城
郭
、
横
矢
掛
が
あ
れ
ば
誰
々
の
城
郭
と

諸
施
設
の
設
置
を
持
っ
て
属
性
を
決
め
る
こ
と
は
、
造
っ
た
人
間
が
使
う
人
間
と
は
限
ら

な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
畝
状
竪
堀
群
に
し
ろ
、
横
矢
掛
に
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
分
布

は
濃
淡
が
あ
る
も
の
の
非
常
に
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
意
義

付
け
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
長
野
氏
に
こ
だ
わ
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、『
行
橋
市
史
史
料

編
中
世
』
な
ど
を
参
考
に
長
野
氏
の
活
動
範
囲
を
押
さ
え
、
そ
の
範
囲
で
の
畝
状
竪
堀
群

の
特
徴
を
把
握
し
、他
地
域
の
敏
状
堅
堀
群
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

註
35　

註
22
に
同
じ   

註
36　

多
田
鴨
久
（「
戦
国
期
播
磨
に
お
け
る
本
城
の
成
立
」『
戦
国
武
将
と
城
』
二
〇
一
四
）

は
「
戦
国
大
名
領
国
下
で
、
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
国
人
領
主
の
拠
点
を
そ
の
ま
ま
編
成
し

た
の
が
本
貫
扡
支
城
。
こ
れ
に
対
し
、
在
番
支
城
は
大
名
支
配
の
強
化
に
伴
い
在
番
と
し

て
家
臣
が
派
遣
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
本
貫
扡
支
城
か
ら
在
番
支
城
へ
の
発

展
を
想
定
」
し
て
い
る
。
こ
れ
は
守
護
大
名
と
国
人
領
主
の
関
係
を
想
定
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
下
位
の
国
人
領
主
と
小
領
主
と
の
関
係
で
も
言
え
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

天
正
十
五
年
以
前
は
守
護
大
名
・
戦
国
大
名
と
国
人
領
主
の
間
に
は
本
貫
扡
支
城
と
と
も

に
仮
称
・
城
督
支
城
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
置
き
た
い
。　
　
　
　

註
37　

註
22
に
同
じ

註
38　

註
22
に
同
じ

註
39　
『
黒
田
家
譜
』
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
は
大
名
黒
田
氏
の
支
城
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
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五
七

は
間
違
い
な
い
が
、
現
地
に
て
築
城
技
術
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
織
豊
系
城
郭
と

一
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
ッ
戸
城
と
松
山
城
は
、
細
川
忠
興
に
よ
っ
て
慶
長
七
年

以
降
に
大
改
修
さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
正
十
五
年
直
後
の
形
状
に
関
し
て
は
把
握
し
得
な

い
。
高
森
城
と
平
田
城
は
天
正
十
五
年
を
そ
ん
な
に
下
ら
な
い
時
に
改
修
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
両
城
の
築
城
技
術
は
多
く
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。
中
井
氏
が
「
織
豊
系
城
郭

に
つ
い
て
」
で
指
摘
す
る
要
素
は
揃
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
『
綿
考
輯
録
巻
十
二
』
に
よ

る
と
、
佐
田
城
は
母
里
太
兵
衛
の
居
城
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
城
も
一
部
改
修
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
、
ほ
と
ん
ど
が
佐
田
氏
時
代
の
施
設
を
使
っ
て
い
る
。
本
城
・
馬
ヶ
岳
城

は
岡
寺
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
織
豊
系
城
郭
の
要
素
が
み
ら
れ
な
い
の
に
、
本
城
よ
り
先

に
支
城
（
高
森
城
、平
田
城
）
を
織
豊
系
城
郭
と
す
る
こ
と
は
理
論
的
に
違
和
感
を
も
つ
。

　
　
　

な
お
、
慶
長
七
年
以
降
に
改
修
さ
れ
た
一
ッ
戸
城
、
松
山
城
に
は
瓦
葺
建
物
、
高
石
垣

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
織
豊
系
城
郭
と
す
る
見
解
を
示
す
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
関
ヶ

原
合
戦
以
降
徳
川
幕
府
が
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
織
豊
系
城
郭
と
す

る
の
は
誤
解
を
生
じ
る
。

註
40　

一
九
九
四　

中
井
均
「
織
豊
系
城
郭
の
特
質
に
つ
い
て
ー
石
垣
・
瓦
・
礎
石
建
物
―
」『
織

豊
城
郭
創
刊
号
』
織
豊
期
城
郭
研
究
会

註
41　

二
〇
〇
二　

中
井
均
「
織
豊
系
城
郭
の
地
域
的
伝
播
と
近
世
城
郭
の
成
立
」『
新
視
点

中
世
城
郭
研
究
論
集
』
新
人
物
往
来
社　

註
42　

城
郭
は
戦
闘
に
備
え
て
築
城
な
い
し
は
改
修
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
織
豊

系
城
郭
は
戦
争
勝
利
後
に
造
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。

註
43　

註
３
に
同
じ


